




























































































































はグラム陰性桿菌で 98％，グラム陽性球菌で 87％，Candida 属で
98％と良好であった。質量分析法では遺伝子の構造が類似した菌種
の鑑別が困難となる場合があるため，当院検査室では従来法の性状
確認培地や鑑別キットを併用し同定を行っている。また，質量分析
装置 MALDI バイオタイパーは，培養コロニーからの同定に加え，
血液培養陽性ボトルからの直接同定も可能であり，従来法との同定
一致率は 83％であった。血液培養が陽性となった時点で，グラム
染色の結果と合わせて質量分析法による同定結果を臨床へ中間報告
し，翌日に薬剤感受性の結果と確認培地の性状を確認し最終報告を
行っている。
【まとめ】　質量分析法による同定法では，操作が簡便で従来法との
一致率も高く，迅速に結果が得られる。特に，血液培養ボトルから
直接同定を行うことで，従来よりも 1 日早く起因菌名の報告が可能
となり，迅速な診断・治療が必要とされる菌血症や重篤な敗血症の
治療に貢献できるものと考える。
